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	報道関係者各位
	2026年3月18日 インターマン株式会社
	PRESS RELEASE

	鹿児島市立科学館に、200年後の未来。人類企業*インターマン『空中図鑑』を企業展示。
	―― 火星基地の日常への第一歩  「AERIAL COMPUTER・空中コンピューター®」*――
	「200年後のあなたへ」 鹿児島市立科学館での体験は、いつか火星の日常へと繋がるプロトタイプ。 世代を超えて受け継がれる『発見や創造のワクワク感』を、空中に描き出す。
	インターマン株式会社（本社：鹿児島市、代表取締役社長：上田平 重樹）は、2026年4月1日に設立35周年を 迎えます。この節目を記念し、インターマン35周年記念事業として、同じく開館35周年を記念して リニューアルオープンする鹿児島市立科学館にて、常設企業展示『空中図鑑』（商標出願中）を行います。 本展示は、200年後の火星基地での日常を想定した次世代インターフェース「空中コンピューター」の プロトタイプ体験です。空中に浮かぶ立体映像に直接触れて操作する直感的な探索を通じて、 未来を担う子どもたちへ、これまでにない発見や創造の体験を届けます。 火星基地で親子が空中の図鑑を触って学ぶ未来の日常をイメージした展示です。 ■ 背景：なぜ「人類企業」が宇宙を目指すのか？ 弊社は、土木・インフラ系のグループ会社（リーフエア株式会社）を持つ企業グループとして、 「人類の生存領域を拡張する」ことをミッションの一つとして掲げています。地盤や土壌を形成する「土」を 材料として活かす技術の蓄積は、将来的に惑星環境を整備するテラフォーミング（惑星地球化）へ応用できると 考えています。また、弊社が開発した空中コンピューターは、過酷な宇宙環境においてデバイスに縛られず 情報を操作できるインターフェースとして、将来的には宇宙開発や火星基地で利用されることも見据えています。 ■ 企業展示：『空中図鑑』 コンセプトは、200年後の火星基地の日常にある空中コンピューターです。 新たに開発した大型空中表示装置(SOVL*-S100) 、Padによるコンテンツ選択システム（ナレーション付き）を組み合わせ、空中に浮かび上がる高精細な立体映像（3Dモデル）をジェスチャーで操作する体験を提供します。 『空中図鑑』のコンテンツは以下の3カテゴリーで構成されています。 生物（LIFE)：豊かな生命の造形美を空中に再現。 宇宙（SPACE)：惑星や銀河など、火星をはじめとする天体を目の前に映し出す。 探索（TOOL)：宇宙探索を支えるテクノロジーを可視化。 場所：鹿児島市立科学館4F身の回りの科学ゾーン「企業展示」（鹿児島市鴨池2-31-18）           リニューアルオープン 令和８年３月２７日（金）１３：００～
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